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Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
・
軍
師
官
兵
衛
の
話
題
が
地
元
姫
路

で
は
大
い
に
盛
上
っ
て
い
る
が
、
視
聴
率
の
方
は
今
一
つ
、

平
準
並
に
辛
う
じ
て
留
ま
っ
て
い
る
ら
し
い
。
官
兵
衛
に

焦
点
を
合
わ
せ
た
ス
ト
ー
リ
ー
だ
か
ら
、
秀
吉
の
中
国
大

返
し
を
最
後
に
姫
路
と
は
縁
が
な
く
な
る
と
思
う
と
寂
し

い
限
り
で
あ
る
。

実
は
、
英
賀
本
徳
寺
も
一
向
宗
の
拠
点
と
し
て
こ
の
ド
ラ

マ
に
登
場
す
る
。
昨
年
の
秋
、
亀
山
本
徳
寺
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に

よ
っ
て
占
拠
さ
れ
、
英
賀
合
戦
と
石
山
本
願
寺
の
二
つ
の

シ
ー
ン
の
収
録
が
あ
っ
た
。
境
内
が
毛
利
の
軍
旗
で
埋
め

尽
く
さ
れ
、「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
や
「
進
者
往
生
極
楽
・
退

者
無
間
地
獄
」
な
ど
と
か
か
れ
た
幟
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
名
号
を
幟
と
し
た
か
は
い
さ
さ
か
疑
問
で
あ
る
。

「
進
者
往
生
極
楽
・
退
者
無
間
地
獄
」
の
幟
は
水
軍
の
合
戦

で
は
指
揮
を
高
め
る
為
に
実
際
に
も
ち
い
ら
れ
た
。

英
賀
合
戦
は
、
こ
の
ド
ラ
マ
で
は
一
つ
の
構
成
素
材
で
し

か
な
い
が
、
当
時
、
石
山
本
願
寺
を
中
心
に
全
国
ネ
ッ
ト

を
構
成
し
て
い
た
。
信
長
の
天
下
布
武
の
前
に
は
最
初
に

解
体
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
勢
力
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
信
長
・

秀
吉
の
対
戦
相
手
の
背
後
に
は
必
ず
と
言
っ
て
良
い
く
ら

い
一
向
勢
力
が
関
与
し
て
い
る
。

こ
の
機
会
に
、
中
世
の
英
賀
を
中
心
に
し
た
本
願
寺
勢
力

の
盛
衰
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。『
平
凡
社
・
世
界
大
百
科

辞
典
・
英
賀
合
戦
（
新
行 

紀
一
）』
に
は
以
下
の
よ
う
に

ま
と
め
て
あ
る
。

播
磨
国
英
賀
（
現
、
兵
庫
県
姫
路
市
）
の
一
向
宗
本

徳
寺
を
中
心
に
、
石
山
本
願
寺
一
揆
の
一
環
と
し
て
羽

柴
秀
吉
と
戦
っ
た
一
揆
。
英
賀
は
中
世
後
期
に
港
町
と

し
て
発
展
し
た
。
は
じ
め
播
磨
守
護
赤
松
氏
の
代
官
が

支
配
し
、
や
が
て
有
力
長
衆
三
木
氏
を
中
心
に
自
治
的

結
合
が
成
立
し
た
。
十
五
世
紀
末
に
一
向
宗
が
伸
展
し
、

一
五
一
五
年
（
永
正
十
二
年)

播
磨
教
団
の
中
心
と
し

て
一
家
衆
寺
院
本
徳
寺
が
創
建
さ
れ
、
寺
内
町
が
形
成

さ
れ
た
。
門
徒
化
し
た
英
賀
長
衆
は
十
六
世
紀
中
葉
に

石
山
本
願
寺
に
出
仕
し
て
い
た
。
石
山
本
願
寺
一
揆
の

時
期
に
は
毛
利
氏
と
本
願
寺
の
中
継
拠
点
と
な
り
、
門

徒
は
一
揆
を
起
こ
し
、
七
十
七
年
（
天
正
五
年)

よ
り

中
国
経
略
を
始
め
た
秀
吉
と
対
峙
し
た
。
秀
吉
は
八
十

年
四
月
初
め
よ
り
英
賀
攻
撃
を
開
始
し
、
同
二
十
四
日

に
陥
落
、
寺
内
籠
城
衆
は
船
で
退
去
し
た
。
一
揆
は
門

徒
化
し
た
三
木
一
族
を
は
じ
め
と
す
る
寺
内
町
人
と
農

民
、
お
よ
び
毛
利
方
武
士
で
構
成
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
。

秀
吉
は
英
賀
の
町
人
、
農
民
を
新
設
の
城
下
町
姫
路
に

移
し
、
本
徳
寺
も
移
転
さ
せ
た
の
で
寺
内
町
英
賀
は
消

滅
し
た
。

英
賀
の
寺
内
町
と
し
て
の
性
格
を
強
調
し
て
い
る
が
、
本

願
寺
門
徒
の
み
の
構
成
か
ら
、
他
宗
派
や
神
社
を
包
含
し

た
形
態
の
も
の
ま
で
多
様
で
あ
る
。
英
賀
寺
内
に
あ
っ
た

英
賀
神
社
の
存
在
な
ど
は
、
石
山
本
願
寺
と
生
魂
神
社
の

関
係
が
参
考
に
な
ろ
う
。
播
州
に
は
独
自
の
在
地
性
が
あ

り
、
一
向
宗
寺
院
が
過
半
を
し
め
る
が
そ
の
他
は
多
様
な

播
州
門
徒
の
原
点

　

軍
師
官
兵
衛
が
対
峙
し
た
一
向
勢
力
と
は
何
か

宗
派
が
混
在
し
て
い
た
。
一
方
、
寺
内
町
の
形
成
に
は
自

立
し
た
交
易
経
済
の
存
在
が
重
要
で
、
本
願
寺
か
ら
の
赤

松
氏
へ
の
働
き
か
け
な
ど
か
ら
み
て
、
本
願
寺
の
各
地
に

点
在
す
る
寺
内
町
と
同
様
の
特
権
を
持
っ
て
い
た
と
見
る

の
が
妥
当
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
海
に
大
き
な
権
益
を
も
つ
三
木
氏
の

本
願
寺
へ
の
帰
属
は
真
宗
寺
内
町
の
交
易
体
制
を
よ
く
表

す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
交
易
は
広
範
な
瀬
戸
内
海
交
易
で

あ
り
、
西
日
本
の
豊
か
な
物
産
の
消
費
地
・
近
畿
へ
の
動

脈
を
形
成
し
て
い
た
。
従
っ
て
、
毛
利
と
英
賀
は
内
海
を

と
お
し
て
接
続
し
て
お
り
、
さ
ら
に
続
く
大
阪
へ
の
海
路

は
石
山
本
願
寺
へ
と
直
結
し
て
い
た
。

英
賀
合
戦
を
読
み
解
く
に
は
、
こ
の
海
が
大
き
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
信
長
が
中
国
、
四
国
を
統
治
す
る
た
め
に
は
、

瀬
戸
内
海
の
海
上
権
を
ま
ず
本
願
寺
か
ら
奪
取
す
る
こ
と

が
先
決
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
こ
の
海
上
権
の
争
奪
は
秀
吉

の
中
国
平
定
と
官
兵
衛
の
大
返
し
の
偉
業
に
隠
さ
れ
て
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
臨
戦
態
勢
下
で
の
英
賀
御
堂
に
ま
つ

わ
る
多
く
の
遺
産
が
亀
山
本
徳
寺
に
伝
え
ら
れ
て
往
事
を

偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。『
本
徳
寺
英
賀
亀
山
之
記
』『
播
州

船
場
本
徳
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
英
賀
の
シ
ン
ボ
ル
英
賀

御
堂
は
一
五
一
五
年
の
本
願
寺
連
枝
・
実
円
の
下
向
に
際

真
宗
文
化
研
究
室

2013 年 9月 26 日・亀山本徳寺の本堂と境内を英賀御堂と石
山本願寺に見立てて、NHK大河ドラマ・軍師官兵衛の撮影が
行われた。／毛利軍による英賀御堂警護と石山本願寺の内部
の２場面が収録された。毛利の紋幕が張り巡らされ臨戦態勢
下の緊迫感が演出されている。

英賀に陣取る播州門徒が秀吉軍と戦いで用いられたとされる
各種幟類。「進者往生極楽・退者無間地獄」の幟は志気を高め
るため一向の水軍が用いたものとして知られているが、「南無
阿弥陀仏」の幟は名号本尊として礼拝の対象となるものであ
るから、幟として戦場で用いられたことはないように思う。

格納されていた箱の表には英賀御堂鬼瓦・天明六年六月仰せ
により蔵入と墨守されている。この瓦は当時高名瓦大工の橘
氏の作で、三木通明の寄進銘が刻まれている。永録九年 1566
年の英賀御堂の普請にあたり下り棟の飾り瓦として作製され
た。本徳寺が院家寺院の筆頭に勅許されるにあたり御堂の普
請が施された経緯を裏付ける史料である。石山戦争が起こる
4年前である。

英賀長衆・三木通明が母の十七回忌の供養に寄進し
た者で、野里の鋳物師・安久の作である。これ以前
に御堂の梵鐘が存在し、円教寺の宗徒により強奪さ
れたことで知られている。この梵鐘は江戸時代に飾
万津八景の一つに数えられた亀山晩鐘である。

播
州
門
徒
追
弔
法
要
の
由
緒

播
州
門
徒
の
ル
ー
ツ
は
中
世
に
始
ま
っ
た
英
賀
の
門
徒
衆
に
由

来
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
信
長
・
秀
吉
に
よ
っ
て
解
体
さ
れ
た
こ

の
自
律
性
の
高
い
門
徒
の
組
織
は
、
江
戸
時
代
に
な
っ
て
、
お
寺

に
所
属
す
る
檀
徒
と
い
う
か
た
ち
で
再
構
成
さ
れ
た
。

亀
山
に
移
築
さ
れ
た
本
徳
寺
も
新
た
に
再
生
さ
れ
る
。
江
戸
時

代
を
と
お
し
て
西
国
の
録
所
と
し
て
幕
府
の
寺
院
行
政
に
関
わ
り
、

宗
門
内
で
は
播
州
の
中
本
寺
と
し
て
寺
院
行
政
を
担
う
と
共
に
、

播
州
の
西
派
寺
院
や
門
徒
の
念
仏
信
仰
の
中
核
的
道
場
と
し
て
の

役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

本
末
関
係
・
檀
家
制
度
と
は
別
の
法
流
と
し
て
、
前
時
代
か
ら
相

続
さ
れ
た
念
仏
信
仰
が
あ
る
。
各
所
地
縁
に
よ
っ
て
出
来
た
寄
り

合
い
と
し
て
の
念
仏
講
が
そ
れ
で
あ
る
。
現
在
で
も
残
存
す
る
歓

喜
講
を
は
じ
め
二
十
五
ほ
ど
の
講
が
か
っ
て
存
在
し
、
本
徳
寺
護

持
の
潜
在
的
な
母
体
で
あ
っ
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

自
律
的
な
講
の
活
動
や
、
新
し
い
宗
門
組
織
と
し
て
の
本
末
・
檀

家
制
度
下
で
、
本
徳
寺
の
世
話
役
が
播
州
各
所
に
選
出
さ
れ
、
懇

志
米
を
集
め
る
一
合
講
が
組
織
さ
れ
本
徳
寺
の
行
事
会
計
が
ま
か

な
わ
れ
て
い
た
。

ま
た
、
江
戸
の
中
期
に
門
徒
の
遺
骨
を
埋
葬
す
る
墓
地
の
開
発
が

進
め
ら
れ
、
西
播
を
中
心
に
真
宗
の
門
徒
が
本
徳
寺
に
分
骨
す
る

よ
う
に
な
っ
た
。
節
談
説
経
に
よ
る
布
教
も
盛
ん
に
行
わ
れ
、
多

く
の
門
徒
が
亀
山
の
御
堂
に
参
集
し
て
後
生
の
一
大
事
を
明
ら
か

に
し
て
い
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
関
わ
り
合
い
を
通
し
て
、
播
州
一

円
の
門
徒
の
信
仰
の
拠
り
所
と
し
て
亀
山
御
坊
が
成
り
立
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。

近
代
に
な
っ
て
日
本
は

戦
争
の
時
代
に
突
入
す

る
。
一
九
〇
〇
年
五
月

二
十
六
日
、
亀
山
に
明
如

上
人
の
ご
下
向
を
い
た
だ

き
戦
没
者
の
追
弔
法
要

が
盛
大
に
と
り
行
わ
れ

た
。
こ
れ
を
皮
切
り
に
戦

後
播
州
一
円
の
物
故
門
徒

の
追
弔
が
本
徳
寺
の
行
事

と
し
て
定
着
し
た
よ
う
で

あ
る
。
現
在
は
、
九
月
の

第
一
日
曜
日
に
播
州
門
徒

の
追
弔
法
要
が
、
本
徳
寺

の
有
縁
の
門
徒
を
中
心
に

執
行
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

夏
も
、
九
月
七
日
午
後
一

時
か
ら
亀
山
本
徳
寺
本
堂

で
、
年
忌
に
順
当
す
る
門

徒
の
遺
族
が
参
集
し
、
厳

か
に
法
要
が
勤
ま
る
。

毎年9月に亀山本徳寺で修行される播州門徒追弔法要の様子

NHK大河ドラマ・軍師官兵衛のロケーション

NHK大河ドラマ・軍師官兵衛のロケーション

英賀御堂鬼瓦

英賀御堂梵鐘・亀山本徳寺所蔵・大広間前庭

し
て
建
立
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
御
堂
は
東
向
き
に
建
て

ら
れ
、
南
北
九
間 

東
西
七
間
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
今
の

亀
山
本
徳
寺
の
大
広
間
よ
り
少
し
小
振
り
で
あ
る
。
位
置

は
現
在
の
歌
野
橋
付
近
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
定

か
で
は
な
い
。
御
堂
を
中
心
に
厨
房
や
書
院
が
立
ち
並
び
、

周
囲
に
は
堂
衆
寺
院
の
坊
舎
が
甍
を
連
ね
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。

信
長
が
頭
角
を
顕
し
地
域
の
合
戦
に
勝
利
し
て
、
尾
張
・

美
濃
を
手
中
に
収
め
た
一
五
六
六
年
頃
、
播
州
で
は
本
願

寺
の
西
国
の
重
要
拠
点
と
し
て
英
賀
の
重
要
性
が
認
識
さ

れ
、
御
堂
の
屋
根
普
請
か
新
築
が
施
さ
れ
た
。
こ
の
時
の

英
賀
御
堂
の
下
り
鬼
が
亀
山
に
現
存
し
て
い
る
。『
永
禄
九

年
八
月
二
十
七
日
播
州
英
賀
東
瓦
大
工
之
宗
右
衛
門
符
作

之
亀
倉
橋
又
次
郎
』『
三
木
宗
大
夫
入
道
慶
栄
作
之
幽
亀
倉

橋
又
次
郎
』
と
刻
字
さ
れ
て
、
三
木
一
族
の
長
衆
通
明
が

寄
進
し
、
瓦
大
工
橘
氏
の
手
に
よ
っ
て
作
製
さ
れ
た
逸
品

で
あ
る
。
さ
ら
に
通
明
は
母
の
一
七
回
忌
の
報
恩
供
養
に

梵
鐘
の
鋳
造
を
行
っ
て
お
り
、
亀
山
本
徳
寺
の
大
広
間
前

庭
に
安
置
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
本
徳
寺
の
こ
の
時
代
の
法
宝
物
目
録
に
目
を
通

す
と
、
実
如
奉
書
の
法
然
御
影
・
太
子
御
影
が
あ
り
、
実

円
下
附
の
七
高
僧
系
譜
を
始
め
、
文
化
財
で
あ
る
親
鸞
聖

人
御
絵
伝
が
散
見
さ
れ
る
。
そ
の
他
に
は
蓮
如
上
人
の
名

号
や
還
相
回
向
聞
書
な
ど
の
書
写
本
、
本
徳
寺
一
世
実
玄

連
枝
や
二
世
実
円
連
枝
の
聖
教
書
写
本
の
類
が
数
多
く
所

蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歴
史
的
遺
産
を
調
査
・
研
究

す
る
こ
と
に
よ
り
、
秀
吉
と
軍
師
官
兵
衛
に
よ
る
播
磨
支

配
以
前
に
、
本
願
寺
が
播
州
に
お
い
て
進
展
し
て
い
っ
た

経
緯
が
明
ら
か
に
さ
れ
よ
う
。

く
し
く
も
、今
年
九
月
か
ら
十
一
月
の
三
ヶ
月
を
か
け
て
、

兵
庫
県
歴
史
博
物
館
で
「
播
磨
の
本
願
寺
展
」
が
開
催
さ

れ
る
。
亀
山
本
徳
寺
の
所
蔵
の
法
宝
物
や
遺
物
を
は
じ
め

播
州
か
ら
各
地
か
ら
当
時
の
関
係
文
物
が
展
示
さ
れ
る
。

黒
田
官
兵
衛
の
時
代
に
英
賀
を
中
心
に
一
向
の
念
仏
の
教

え
が
ど
の
様
に
播
磨
に
広
が
り
西
国
に
ま
で
本
願
寺
の
教

線
が
張
ら
れ
た
の
か
、
今
に
続
く
播
州
門
徒
の
ル
ー
ツ
を

か
え
り
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
多
い
に
期
待
し
た
い
。


